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○東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程 

 

制定理由 

  平成27年度カリキュラム改訂について，所要の制定を行うものである。 

 

承認経過 

  平成25年11月27日  教育研究評議会  審議・承認 

 

 

 



 東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程を次のように制定する。 

 

  平成25年11月28日 

                      国立大学法人東京学芸大学長 

                              村 松 泰 子 

 

 

平成25年規程第35号 

  東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程 

 

 東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程を別紙のとおり制定する。 

  

  

 



東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程 

 

 （設置） 

第１条 東京学芸大学（以下「本学」という。）に，東京学芸大学カリキュラム改

訂特別委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は，本学の教育に関する目標を達成するため，平成 27 年度学部カ

リキュラム改訂方針（平成 25 年 11 月 27 日教育研究評議会決定）を踏まえ，学

部カリキュラム改訂の実施に向けて必要な検討を行うことを目的とする。 

 （検討事項） 

第３条 委員会は，学部カリキュラムの改訂に関し，次に掲げる事項を検討する。 

 (1) 学部の課程・専攻・選修の新設・再編に伴うカリキュラム編成等に関する

事項 

 (2) 履修基準等のカリキュラム原本の作成に関する事項 

 (3) カリキュラム実施細則の改訂に関する事項 

 (4) 開設授業科目の調整等に関する事項 

 (5) その他平成 27 年度の学部カリキュラム改訂に関し必要な事項 

 （組織） 

第４条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 教育を所掌する副学長 

 (2) 学系長 

 (3) 各学系の教授会構成員から委員長が委嘱する者 各１名 

 (4) 学長が委嘱する教員 若干名 

 (5) 学務部長 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き，委員長は第４条第１号の委員とし，

副委員長は第４条第３号及び第４号の委員のうちから 学長が指名する。 

２ 委員長は，委員会を招集し，議長となる。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代行す

る。 

 （会議） 

第６条 委員長は，委員の２分の１以上の出席がなければ会議を開くことができな

い。ただし，第４条第５号の委員については，当該委員が指名した代理者の出席

を可とする。 

 （専門委員） 

第７条 委員会に，専門的な立場から特定の事項について検討するため，専門委員

を置くことができる。 

２ 専門委員は，必要に応じて委員会に出席し，意見を述べることができる。 



 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は，関係部課等の協力を得て，学務部学務課が処理する。 

 （補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営等に関し必要な事項は，委員

会が定める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成 25 年 11 月 28 日から施行する。 

２ この規程は，平成 27 年 3 月 31 日限り，その効力を失う。 

３ 東京学芸大学カリキュラム改訂特別委員会規程（平成 24 年 9 月 13 日規程第

22 号）は，廃止する。 

 


